
６．検証方法 

（１）各種学力調査における目標と現状の比較および地域平均との差の変容 

（２）定期テスト内「活用力育成問題」における目標値と現状の比較 

（３）学期末の生徒アンケートによる学びの実感 

（４）学期末の教師アンケートによる参画意識向上の実感 

 

７．研究構想図 

 

【教育目標】 

自己有用感を高め，伝える力を身に付けた生徒の育成 

～道徳教育・短時間グループアプローチを中心とした学校教育活動～ 

                 

【めざす生徒像】  【校訓】  【めざす教職員像】 

①準備をして 

チャイム前に着席 

 確かな学力 

豊かな心 

 生徒に手本を見せることの 

できる教師 

②礼儀正しい挨拶  健やかな身体  

③「聴く」と「話す」の切替    

                 

教育基本法  【研究主題】  石川教育振興基本計画 

学校教育法  学習と自分を結び  いしかわ学びの指針１２か条 

学習指導要領  共に高め合いながら  中能登町教育大綱 

      学びを深めていく生徒の育成       

      ～学力向上ロードマップの       

      活用を通して～       

                 

研究の重点 

柱１・授業づくり ①キャリア形成の方向性と関連付けた，興味・関心を喚起する課題設定 

②目的や条件に応じて「伝える」活動を中心に据えた単元設計 

③協働的に課題を解決する学習を中心に据えた単元設計 

柱２・基盤づくり ①「中能登スタンダード」を柱とした学習規律の徹底 

②「ナカノトーーーク」を柱としたソーシャルスキルの向上 

③帯タイム「基礎学」の活用による学習意欲と学習習慣の向上 

④NAKANOTEの活用による家庭学習の質の向上 

柱３・体制づくり ①学力向上ロードマップの活用 

②教科部会の週時程内設定 

③若手育成プロジェクトの充実 

 


